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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
　３月４日から19日までの日程で、令和６年第１回議会定例会が開催されました。
　補正予算案８件、当初予算案７件、条例案28件、その他の議案６件、諮問３件、発議１件、
発委１件が提案されました。
　また各常任委員会に付託された令和６年度当初予算案は、委員長報告を受け、可決となりま
した。案件については、すべて原案通り可決、承認されました。
　一般質問では、６名の議員が質問を行いました。

３月定例会議案

令和６年度当初予算（一般会計）は、前年度比  12億 ２，８１６万円増
１１７ 億 7,480 万円 （11.6％増）

●歳入予算の主な増減　
町税は約 9,300 万円の減、地方交付税は 3,700 万円の減、国庫支出金は約 3,600 万円の減、町
債は約 10 億円の増となる見込みです。

●歳出予算の主なもの
ハード面
南島地区の小中学校統廃合推進事業に約３億 3,300 万円、なかよし保育園の高台移転事業に約
６億 7,900 万円、道路改良・維持工事に約５億 9,300 万円、定住者のための住宅用地を整備す
る定住用住宅環境整備事業に約 4,600 万円。
ソフト面
買い物不便・困難者対策事業に約 2,000 万円、新築及び中古住宅取得支援補助金に約 2,200 万
円、全国豊かな海づくり大会推進事業に 427 万円、１次産業後継者等育成事業補助金
に 540 万円。

令和６年度の主な事業を紹介します

課　名 事業名 事業概要 事業費（円）

水産農林課 ふるさとワーキング
ホリデー事業

地方で働き、収入を得ながら地域住民との交流
や地方での暮らしを体感し、地域との関わりを
深める国の「ふるさとワーキングホリデー制度」
を活用して、地域と産業労働力のマッチングを
行います。

440万

水産農林課 水産業スマート化推進
支援事業補助金

スマートフォン等で海域の水温や酸素量、塩分
濃度、海上カメラ等のデータをリアルタイムで
監視できる海洋モニタリングシステムの導入に
ついて漁業者に補助します。

111万

防災安全課 避難場所整備事業
神前浦地区の津波避難タワー建設の設計費や相
賀浦地区の避難場所整備の設計費、また、１次
避難場所整備工事費等、避難場所の充実を図り
ます。

7,900万

まちづくり推進課 新エネルギー普及
促進事業

再生可能エネルギーの利用促進や分散型エネル
ギーの地産地消を促進するため、国の固定価格
買取制度によらない太陽光発電設備や定置型蓄
電池に対し、補助金を交付します。

121万
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　　議案第14号　令和６年度南伊勢町　一般会計予算
　
な
か
よ
し
保
育
園
を
津
波
想
定
範
囲
外
の

高
台
（
南
島
中
学
校
の
敷
地
内
）
に
移
転
し

ま
す
。
本
年
度
は
園
舎
本
体
の
建
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
南
島
地
区
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
南
島
中
学
校
の
敷
地
に
集
約

さ
れ
ま
す
。

な
か
よ
し
保
育
園

移
転
事
業

小
中
学
校
統
廃
合

推
進
事
業

６
億
７
９
１
２
万
円

３
億
３
２
８
０
万
円

全・安心な場所へ安

令 和９年度の開校予定

買い物困難地域の問題解消を目的に、国・県の補助金
を活用し、事業改善を進める町内の食料品店を対象に
町独自の上乗せ補助・横出し補助を実施します。

断続的に発生するアコヤガイのへい死に対し、真珠養殖
業者の経営安定と事業継続意欲の向上を目的に、母貝、
及び稚貝の購入を補助します。

 ・補助金は、購入金額の１／２まで　（上限  10 万円）

買い物不便・困難者対策事業　  　　　　   

真珠母貝及び稚貝購入補助金事業

2,000万円

440万円
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議員の Q uestion 行政の A nswer

あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

質問議員 質　問　事　項 ページ

山　本　克　彦 ①  災害対策について ５

倉　田　　　育
①  福祉避難所と災害対策、地域防災協定について
②  特殊詐欺被害ゼロを目指した対策強化を

６

岡　田　和　夫
①  能登半島地震の経験から防災対策の見直しを
②  第９期介護保険事業計画について
③  産直交流施設の計画はどうなっているのか

７

上　村　直　美 ①  能登半島地震から考える。今、自分たちに出来ること。 ８

松　葉　和　久 ①  林業の後継者について ９

岡　本　　　眞 ①  防災対策について 10

３月定例会における傍聴者の総数

３ 名（内  メディア関係者数　１名）

一 般 質 問

一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、町の行政・財政の全般にわたり、執行機関
に対して疑問点をただし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局に、お問い合わせください。  （ TEL  0599－66－1781）

あなたの声を町政に！！
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一 般 質 問

町
長　

町
で
は
、
土

砂
災
害
か
ら
町
民
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
ソ
フ

ト
面
で
は
、
全
世
帯
に
土
砂
災

害
の
危
険
箇
所
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
急
傾
斜
地
の

崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
国
や
県
、

町
が
実
施
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
や
森
林
の
維
持
造
成

を
通
じ
て
山
地
被
害
を
防
ぐ
治

山
事
業
で
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
法
で

は
、
急
傾
斜
地
の
所
有
者
が
、

そ
の
土
地
の
崩
壊
が
生
じ
な
い

よ
う
維
持
管
理
を
行
う
。
ま
た

崩
壊
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
者
は
、
そ
の
被
害

を
な
く
し
た
り
軽
減
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
努
め

る
と
定
め
て
い
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
特
に

民
有
地
に
対
し
て
、
行
政
が
ど

こ
ま
で
関
わ
る
か
明
確
な
基
準

等
は
な
い
が
、
二
次
被
害
を
含

め
た
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
行
政
に
相
談
し
て
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
は

町
長

地
域
と
一
緒
に　

山
やま

本
もと

克
かつ

彦
ひこ

議員

安全な道を

Ｑ

Ａ

近
年
の
「
地
球
温
暖

化
」
に
よ
っ
て
、
全

国
的
に
雨
の
降
り
方
が
局
地

化
、
集
中
化
し
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
う
被
害
も
甚
大
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
二
次
災
害
を
防
ぐ
為
に
も
、

被
害
の
早
期
復
旧
や
適
切
な
防

災
処
置
を
図
る
事
が
重
要
で
あ

り
、
所
有
者
が
復
旧
、
防
災
処

置
を
行
う
こ
と
を
前
提
で
あ
る

が
、
民
地
に
対
し
て
行
政
の
関

与
は
。

山が泣いている



6

一 般 質 問 一 般 質 問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

対
し
て
の
福
祉
避
難

所
開
設
・
運
営
に
あ
た
っ
て
の

対
応
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
強
化
を
進
め
、
大
規
模
災
害

に
備
え
て
い
く
の
か
。

町
長　

現
在
、
町
内

４
つ
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
の
間
で
、「
災
害

発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

「
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
、
受
け
入
れ
条
件
や
運

営
体
制
な
ど
定
め
て
い
る
。

　

本
年
度
、
南
島
西
体
育
館
を

福
祉
避
難
所
と
し
て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
行
い
、
か
も
め
作
業

所
も
福
祉
避
難
所
を
兼
ね
て
の

新
築
に
な
る
。

　

今
後
、
福
祉
避
難
所
に
関
す

る
情
報
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ま

に
周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、

関
係
団
体
・
事
業
者
と
の
間
で

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　

町
内
で
の
対
応
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
の
町
外
へ
の
避
難

や
、
広
域
的
な
支
援
の
要
請
も

想
定
し
、
近
隣
の
市
町
お
よ
び

関
係
団
体
と
の
協
力
関
係
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

倉
くら

田
た

　 育
いく

議員

情報共有や協力関係の構築を
福祉避難所の対策は
町 長

Ｑ

町
長　

特
殊
詐
欺
被

害
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
町
民
に
対
す
る
日
頃
か

ら
の
継
続
的
な
啓
発
が
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
広
報
紙
や

南
伊
勢
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

防
災
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
啓
発
、

町
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
注
意

喚
起
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
「
特
殊

詐
欺
等
被
害
防
止
機
器
購
入
補

助
金
」
を
創
設
し
、
被
害
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
殊
詐
欺
の
手
口
は
、
年
々

複
雑
化
、
か
つ
巧
妙
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
応

し
た
掲
載
記
事
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
警
察

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

継
続
的
に
広
報
、
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
く
。

Ａ

Ａ

詐欺にあわないために

いつも啓発活動
ありがとうございます

三
重
県
内
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
の

特
殊
詐
欺
被
害
件
数
は
２
７
４

件
も
あ
り
、
被
害
額
は
７
億
円

を
超
え
て
い
る
。

　
現
状
の
補
助
事
業
対
策
だ
け

で
は
町
民
の
財
産
を
守
る
こ
と

は
難
し
い
と
感
じ
る
。

　
町
民
が
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
、
思
い
切
っ
た
新

た
な
対
策
は
。

Ｑ 特
殊
詐
欺
被
害
の
対
策
は

町
長

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
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一 般 質 問 一 般 質 問

４
月
か
ら
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
が

始
ま
る
。
訪
問
介
護
の
利
用
予

定
者
が
増
え
て
い
る
が
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
数
は
確
保
で

き
る
の
か
。

　

ま
た
、
新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
計
画

は
。

町
長　

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
含
む
介
護
職

員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
厳
し
い
課
題
と
な
っ
て
い

介
護
保
険
事
業
計
画
は

町
長
介
護
人
材
の
確
保
に
努
め
る

岡
おか

田
だ

和
かず

夫
お

議員

ＱＡ

利用者が増加

賑わいの拠点
産直交流施設は

町長

農
業
、
水
産
業
、
商

工
、
観
光
業
を
思
い

切
っ
て
活
性
化
す
る
た
め
に

も
、
産
直
市
場
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
が
町
長

の
考
え
は
。町

長　

現
在
、
農
林

水
産
業
や
商
工
業
、

観
光
業
の
関
係
団
体
と
協
議
を

行
い
、
町
に
必
要
な
形
を
模
索

し
て
い
る
。
少
し
時
間
を
か
け

て
協
議
、
調
整
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
に
も
記
載

し
て
あ
る
、「
ま
ち
の
賑
わ
い

と
活
力
を
生
み
出
す
拠
点
」
と

し
て
、
南
伊
勢
町
民
や
近
隣
地

域
、
観
光
客
な
ど
様
々
な
方
々

が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
で
き
る
場

所
と
な
る
よ
う
、
町
と
し
て
コ

ン
セ
プ
ト
や
方
向
性
を
し
っ
か

り
と
定
め
て
い
く
。

ＱＡ

る
が
、
当
町
で
は
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
無
料
受
講
事
業

や
奨
励
金
制
度
、
ま
た
事
業
者

へ
支
給
す
る
補
助
金
制
度
を
創

設
し
、
介
護
職
員
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
か
ら

の
相
談
が
あ
れ
ば
で
き
る
限
り

の
協
力
を
行
い
た
い
。

特産品がずらり
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一 般 質 問 一 般 質 問

備
蓄
の
準
備
、
避
難
経
路
の
確

認
、
ま
た
、
体
力
の
向
上
な
ど

の
事
業
を
行
い
、「
揺
れ
た
ら

逃
げ
る
」、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
も
、
防
災
訓
練
や
講
演

会
、
楽
し
く
学
ぶ
防
災
イ
ベ
ン

ト
な
ど
様
々
な
手
法
を
考
え
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

の
向
上
に
努
め
た
い
。

町
長　

当
町
で
も
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

危
惧
さ
れ
る
が
、
ひ
と
つ
言
え

る
の
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

必
ず
起
こ
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

自
助
活
動
の
啓
発
と
し
て
、

防
災
の
専
門
家
に
よ
る
防
災
講

演
会
の
各
地
で
の
開
催
、
木
造

住
宅
の
耐
震
化
、
家
具
固
定
、

上
うえ

村
むら

直
なお

美
み

 議員

防災意識の向上
能登半島地震に学ぶことは

町 長

Ａ

自分の身は自分で守る

少しでも快適に
組み立て簡単ダンボール製

令
和
６
年
１
月
１
日

に
、
ま
さ
か
と
思
う

よ
う
な
大
災
害
が
お
こ
っ
た
。

　
当
町
で
は
、
防
災
対
策
に
つ

い
て
一
次
避
難
所
の
整
備
や
、

備
蓄
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
町
民
へ
の
思

い
、
災
害
に
対
す
る
町
長
の
考

え
は
。

Ｑ

自分で出来ること　二次避難所の備蓄



令和６年５月9

一 般 質 問 一 般 質 問

森
林
の
適
切
な
管
理

を
進
め
る
事
は
、
山

地
災
害
の
防
止
や
鳥
獣
害
の
減

少
と
考
え
る
。

　
森
林
の
管
理
を
進
め
る
た
め

に
今
後
の
林
業
後
継
者
の
育

成
・
確
保
へ
の
取
組
は
。

町
長　

令
和
４
年
度

か
ら
一
次
産
業
就
業

者
確
保
の
た
め
の
一
次
産
業
後

継
者
等
育
成
補
助
金
の
創
設
や

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
林
業
労
働
力
の
確
保

を
目
的
と
し
た
「
林
業
労
働
力

の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
認
定

林
業
事
業
体
を
育
成
す
る
た
め

に
県
と
連
帯
し
林
業
事
業
者
の

経
営
基
盤
の
強
化
と
就
労
条
件

の
改
善
を
推
進
し
、　

林
業
就

労
者
確
保
の
た
め
の
情
報
提
供

や
相
談
活
動
を
行
う
と
と
も
に

専
門
的
な
技
術
の
取
得
な
ど
の

支
援
を
行
い
、
林
業
後
継
者
や

林
業
従
事
者
を
確
保
し
て
い

く
。

森
林
の
管
理
は

町
長

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保

松
まつ

葉
ば

和
かず

久
ひさ

議員

Ｑ

Ａ

子どもたちの林業体験

林業っていいね
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一 般 質 問

町
長　

近
い
将
来
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
今
回

の
地
震
、
被
災
地
の
支
援
活
動

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏

ま
え
つ
つ
、
町
民
の
生
命
を
守

る
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

能
登
半
島
地
震
で
も
、
道
路

や
電
気
、
水
道
と
い
っ
た
イ
ン

フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
環
境
の
整

わ
な
い
避
難
所
で
疲
弊
す
る
住

民
に
対
し
て
、「
広
域
避
難
」

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
。

　

当
町
も
度
会
町
と
結
ん
で
い

た
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
を
、
新
た
に
、
玉
城
町
、

大
紀
町
と
も
結
び
、
お
互
い
が

支
援
協
力
す
る
と
と
も
に
、
町

外
へ
の
い
ち
早
い
避
難
体
制
の

し
く
み
も
作
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
後
は
、
ほ
か
の
市
町
と
の

連
携
も
強
化
し
、
広
域
連
携
で

な
け
れ
ば
や
れ
な
い
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

岡
おか

本
もと

　 眞
まこと

議員

相互応援協定を
防災対策は
町 長

Ａ
能
登
半
島
地
震
は
北

陸
地
方
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
新
た
な
教

訓
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

防
災
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て

「
備
え
」
を
す
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ

備えは十分に

災害時に力を発揮



令和６年５月11

議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告

■
国
道
２
６
０
号
の
東
宮
～
河

内
区
間
（
三
坂
峠
）

　
事
業
進
捗
状
況
を
確
認
。

■
南
島
中
学
校
に
て
小
中
学
校

統
廃
合
・
保
育
所
高
台
移
転

の
建
設
予
定
地
を
視
察
。

■
奈
屋
浦
漁
港
で
は
経
年
劣
化

等
の
陸
揚
げ
場
や
岸
壁
の
現

状
と
修
繕
工
事
箇
所
等
を
確

認
。

■
宿
田
曽
漁
港
で
は
、
令
和
７

年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
第
44

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
開
催
予
定
場
所
と
な
る

漁
港
を
確
認
。

「百聞は一見に如かず」　現地に赴き各事業の現状を調査・意見交換を行い、
目的と必要性・費用対効果を徹底議論していきます。

統廃合校舎建設関係業務

国道260号
　三坂峠　瑞賢公園前

奈屋浦漁港

　第44回全国豊かな海づくり大会は、令和７年度
（2025年度）に三重県の南伊勢町と志摩市で開催
されます。
　令和６年度は、宿田曽漁港でのプレイベント（先
行イベント）が予定されています。

　町内視察では、それぞれを所管する各課職員
と共に、現地で事業説明を踏まえ、現状と今後
の計画について話し合いを行いました。

　
３
月
８
日
、
議
員
全
員
で

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

なかよし保育園新園舎建設工事 南島中学校敷地内
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◆ ◆ 常任委員会活動報告

◆
１
月
25
日

調
査
事
項

⃝

防
災
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
大

規
模
地
震
に
備
え
る
町
の
準
備

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

◆
２
月
21
日

調
査
事
項

⃝

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
所
管

　
情
報
発
信
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
広
報
み
な
み
い
せ
の
改

～より良いまちづくりのために、　調査、研究、
　　　　　そして、現地調査などの活動を積極的に実践しています～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
産
業
・
建
設
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活 

動 

報 

告
善
点
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

◆
3
月
11
日
、
12
日
、
13
日

・・
委
員
会
が
所
管
す
る
各
課
の

令
和
６
年
度
当
初
予
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

◆
３
月
27
日

協
議
事
項

・・
令
和
５
年
度
の
振
り
返
り
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

・・
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
し
出

事
件
項
目
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

委
員
組
織
構
成

委  

員  

長　
河
村　

健
志

副
委
員
長　
田
岡　
　

悟

委　
　
員　
岡
田　

和
夫

　
　
　
　
　

松
葉　

和
久

　
　
　
　
　

東　

伊
久
雄

　
　
　
　
　

山
本　

克
彦

委
員
組
織
構
成

委  

員  

長　
岡
本　
　

眞

副
委
員
長　
上
村　

直
美

委　
　
員　
田
中
喜
一
郎

　
　
　
　
　

掛
橋　
　

靖

　
　
　
　
　

倉
田　
　

育

　
　
　
　
　

森　
　

源
久

◆
1
月
11
日
、
15
日

調
査
事
項

⃝

視
察
に
つ
い
て

※
予
定
し
て
い
た
福
祉
施
設
・

教
育
関
連
の
県
内
外
視
察
は

能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況

を
鑑
み
見
送
り
、
庁
舎
内
協

議
に
切
替
え
ま
し
た
。

◆
３
月
11
日
、
12
日

・・
委
員
会
が
所
管
す
る
各
課
の

令
和
６
年
度
当
初
予
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

◆
３
月
25
日

協
議
事
項

・・
令
和
５
年
度
の
振
り
返
り
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

・・
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
し
出

事
件
項
目
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
町
税
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活 

動 

報 

告

委
員
会
活
動
報
告



令和６年５月令和６年５月1313

事業者さんも
町も頑張って！

道路の標識ですが　観光で南伊勢町を１日ブラブラと楽し
み、夜も町内で宿泊しようと考えても、
ほんとに泊まれる所が少なくなってきま
した。跡継ぎがいなかったり、働く人の
高齢化とか、課題はたくさんあるけれ
ど、美味しいものが食べれて泊まれる施
設が末永く町内でありつづけてほしい。

（30代女性＆60代男性）

　運転していると、標識の看板が傾いて
いたり、文字が薄くなっていて見えにく
くなっていたりします。
　また、木の小枝がカーブミラーをさえ
ぎっている所もあるようです。
　維持管理をよろしくお願いします。

（40代男性）

ポイ捨てやめて！！

　車で走っている時に、前を走っていた
車が突然、反対車線にはみ出て、車の窓
から川の方へゴミを投げ捨てるのを見ま
した。ビックリしたのと腹立たしい気持
ちでいっぱいになりました。やめてほし
いです。

（50代女性）

夕焼け

　私は、現在東京都に住んでいます。18
年ぶりに里帰り出来ました。海に沈む夕
日を見て、中学校時代クラブ活動の帰り
に友と、いろいろ話したことを思いだし
ます。

（60代男性）

あなたもつぶやきませんか？
どんなことでも大丈夫です (^ ^)/   みんなでつぶやきましょう。

〒516-0194 南伊勢町五ヶ所浦3057  議会事務局  宛 　　0599-66-2164

みんなの声

つぶやき広場つぶやき広場

FAX
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
　

議会を傍聴しませんか

♩♬  やさしいギター合奏教室  ♫♪
♪講座内容
　　教室では簡単な合奏を楽しんでいます。
　　講師の広垣先生が丁寧に教えてくれますので、初めての人も弾けるようになります。
　　ギター等をお持ちでない方は貸し出しも行います。気軽にお越しください。
　　　　【持ち物】クラシックギター、譜面台、足台

♪会場・日時 　  船越公民館（季節により変更があります）
　　　　　　　　  第２・第４水曜日　午前10時～ 11時30分

♪問い合わせ先 　  濵谷和子　☎ 0599 － 66 － 0689

委  

員  

長　

森   　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

　
　
　
　
　

田　

岡　
　
　

悟

　
　
　
　
　

上　

村　

直　

美

（
令
和
６
年
４
月
15
日
現
在
）

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
、
議
会
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
、
ご
連
絡

下
さ
い
。

☎
０
５
９
９（
６
６
）１
７
８
１

FAX
０
５
９
９（
６
６
）２
１
６
４

　

元
旦
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
改

め
て
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
事
の
際
に
は
様
々
な
面
か

ら
情
報
が
飛
び
交
い
現
地
の
状

況
が
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
正
し
い
情
報
を
入
手
し
自

分
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
頂
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
地

域
で
助
け
合
い
、
公
的
な
支
援

が
し
っ
か
り
と
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
改
め
て
議
会
で
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
も
有
益
な
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
町
民

の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

委
員
一
同
よ
り
い
っ
そ
う
広
報

力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
倉
田
）

議　
　

長　

掛　

橋　
　
　

靖

（
令
和
６
年
４
月
15
日
現
在
）

編
集
後
記

次回定例議会（予定） 

６月18日～６月21日
傍聴の受付は議会事務局まで。 
皆様の傍聴をお待ちしています。

６月
議会


